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1111....    ははははじじじじめめめめにににに

無線通信技術の発達による携帯の急速な普及、コンピ

ュータ技術の発達による携帯型端末の高性能化、小形化

に伴い、モバイルコンピューティング環境が実現されつ

つある。しかしながら、サーバと端末とが連携するアプ

リケーションの構築は通信が介在するため複雑となる。

筆者らは、サーバと端末のメモリ領域の一部を共通化す

ることでアプリケーションの構築を容易にする“モバイ

ルコンピューティング環境向きメモリ管理方式”1)を提案

したが、今回それを拡張した拡張メモリ管理方式につい

て提案する。

2222....    拡拡拡拡張張張張メメメメモモモモリリリリ管管管管理理理理方方方方式式式式

(1) 概要

複数のモバイル端末とサーバとで構成されるモバイル

コンピューティングシステムにおいて、モバイル端末と

サーバ及びモバイル端末間を連携させる拡張メモリ管理

方式であり、各モバイル端末のメモリ空間の一部の領域

と、サーバのメモリ空間の一部の領域とが共通となるよ

う管理することを特徴とし、図 1 にその概念図を示す。

モバイル端末から、サーバのメモリ空間の一部の領域が

モバイル端末のメモリ空間としてアクセス可能となり、

さらにこの領域はモバイル端末間でも共通となる。サー

バ側にデータを持ち、複数のモババイル端末でデータの

参照や更新をおこなうスケジュール管理や会議室予約シ

ステムなどのアプリケーション、サーバ上の蓄積情報の

検索をおこなうアプリケーション等において、本提案の

拡張メモリ管理方式を採用することにより、通信を直接

意識する必要がなくなる。このためアプリケーションの

構築が容易となり、また必要時にだけ通信をおこなうよ

うに制御されるため、通信の効率化を図ることができる。

(2)メモリ制御ステータスメモリとライン管理テーブル

サーバとモバイル端末の共通領域を、図 2 に示すよう

にラインと呼ぶ固定長の領域に分割し、同一番号のライ

ンを 1対 1 に対応させ、各ラインに対応したメモリ制御

0

1

n-1

0 1 2 m-1

・・・

・

・

V C ･･

0

1

n-1

0 1 2 m-1

・・・

・
・

V C D0 D1 Dm-1･･

モバイル端末メモリ共通領域

サーバメモリ共通領域

メモリ制御ステータス
フィールド

メモリ制御ステータス
フィールド

・

・

・

・

・

・

ブロック

ライン

ブロック

ライン

・・・

・・・

・・・

・・・

D0 D1 Dm-1

・

・

ステータスフィールドをエントリに持つメモリ制御ステ

ータスメモリを設け、ラインのステータスを管理する。

ラインをさらにブロックに分割し、メモリの変更をブロ

ックの単位で管理する。表 1 にメモリ制御ステータスフ

ィールドで示されるサーバとモバイル端末の対応するラ

インのステータスを示す。これに加え、拡張メモリ管理

方式では、サーバ上に図 3 に示すライン管理テーブルを

設け、各モバイル端末のメモリ制御ステータスの写しを

保持する。

(3) モバイル端末でのメモリのリード/ライト制御

ラインのステータスは表 1 に示すように、無効、ライト
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図1 モバイルコンピューティング  

システムの拡張メモリ管理方式  
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権及びリード権がある。無効はまだマッピングがおこな

われていない状態である。ライト権は一箇所だけに与え

られ、定常状態ではサーバ側にあり、他はすべてリード

権となる。端末側でメモリライトが行われるとメモリ制

御ステータスが調べられ、リード権の場合にはメモリ割

込みを発生させ、サーバにライト権取得の要求をおこな

う。サーバは、メモリ制御ステータスを調べ、モバイル

端末側と不一致のステータスであれば端末のラインの最

新化をおこなった後、端末に一定時間のライト権を与え

る。この後端末ではライト命令を実行し、一定時間後メ

モリ割込みを発生させライト権をサーバ側に戻す。サー

バでは、端末で変更がおこなわれたブロックをサーバ側

に書き戻すと共にライン管理テーブルで他の端末を調べ、

写しがあれば自身のラインステータスを、“ライト権でか

つ端末と不一致”、写しがなければ“ライト権でかつ端末

と一致”に設定する。端末でメモリリードが行われると

メモリ制御ステータスが調べられ、“リード権でかつ最新

でない”場合にはメモリ割込みを発生させ、サーバに最

新化の要求をおこなう。サーバは自身のメモリ制御ステ

ータスを調べ、最新のブロックを端末側に書き写しライ

ンの最新化をおこなう。この後端末ではリード命令を実

行する。

3333....評評評評価価価価

アプリケーションの例として会議室予約システムのシ

ミュレーションプログラムを作成し、4 台のモバイル端

末が競合するようなシナリオを設定し、シミュレーショ

ンを実施した。1 台の端末についての実行結果を図 4 に

示す。ラインサイズは 256～512 バイト近辺が通信接続時

間とデータ転送時間とも最小となる。有料通信の場合に

はデータ量による課金方式を選択するのが有利である。

VCD ラインステータス

0-- 無効

100 ライト権、最新、モバイル端末側と一致

101 ライト権、最新、モバイル端末側と不一致

110 リード権、最新、モバイル端末側と一致

111 リード権、最新でない、モバイル端末側が最新

VCD ラインステータス

0-- 無効

100 ライト権、最新、サーバ側と一致

101 ライト権、最新、サーバ側と不一致

110 リード権、最新、サーバ側と一致

111 リード権、最新でない、サーバ側が最新

サーバ

モバイル端末

4444....    ままままととととめめめめ

文献[1]で提案したメモリ管理方式ではモバイル端末と

サーバとで共通メモリに関し対称であったが、本発表の

拡張メモリ管理方式では非対称となる。またモバイル環

境下、すなわち通信接続が途中で切断される可能性のあ

る環境下でのメモリ空間の共有を考慮し、共通メモリを

変更する権利であるライト権は、常時はサーバ側で持ち、

端末側はそれが必要になったときだけ取得する方式とし

た。今後、通信媒体により接続の安定性が異なるため、

評価用のアプリケーションの追加と通信の安定性の相違

を考慮した評価を継続の予定である。なお通信媒体は、

携帯電話、PHS、無線 LAN、赤外線通信、Bluetooth など

のワイヤレス通信の他に、Ethernet などの有線通信でも

利用可能である。
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